
- 1 -

 

令和７年度 学校評価実施報告書 
 
 学校番号 １７   学校名 県立千葉大宮高等学校   課程名 通信制      

領域
自 己 評 価 の 結 果 

（達成状況、結果の分析） 
改 善 方 策 

（自己評価の結果を踏まえた課題・改善の方向）

学
校
経
営 

①スクーリングの実施時に合わせ月に４回以 
上、ホームページを更新、組通信及びスクー
リング連絡事項については週１回、入学者選
抜関係は年10回更新。ホームページ等情報提
供の肯定的評価は93.3%（R6:90.4%） 

 
②教育相談研修会の実施教育相談研修 
特別支援委員会 
R7：港区児童相談所担当者より教育相談研修

会（11/20） 
 
③月45時間以上の超過勤務職員をゼロとし、働
き方改革を推進する。 
R7:県報告の11月調査 

月45時間以上勤務職員2名（R6:2名） 

①ホームページについては、生徒や保護者等のニ
ーズを的確に把握するとともに、適宜内容の精
選に努め、学校への興味・関心をより高めるも
のとする。また、はなまる連絡帳の登録も引き
続き協力をお願いしていく。 

 
②特別支援が必要な生徒が年々増加していること
から、毎年参考となる研修会を実施している。
様々なケースに対応できるよう、経験談を参考
に、今後も実施していく。 

 
③勤務に関して、他校とは異なる特殊な勤務形態
となっているが、年間を通しては、勤務時間数
がほぼ平準化していた。今後も職員の心身健康
保持の観点から、仕事のシェアを確立し、超過
勤務職員に対して、積極的に声掛けを行う。 

学
習
指
導 

①レポート及びスクーリングの生徒満足度がど
ちらも95%以上 
R7:生徒満足度の肯定的評価レポート96.2% 
(R6:93.7%)、スクーリング96.2%(R6:95.4%) 

 
②単位修得率の対前年比増加、夏季及び冬季の
学習支援活動利用者数の対前年比減少 
・前期単位修得率65.1%(R6:59.9%) 
・後期単位修得率57.1%(R6:53.5%) 
→学習の成果に関する指標で、昨年度を上
回った。 
 

③生徒の学習への前向きな取組の対前年比増 
 R7:学習への取組の肯定的評価91.5% 
(R6:79.4%) 

  →通信制での学習環境に対応できる生徒が増
え、学習内容の定着も進んでいると推測さ
れる。 

①生徒指導については、「もうひと手間の指導」
を教職員全員で共通理解するとともに、学校教
育目標、教育計画に基づいた効率的で、効果的
な学校運営に努める。 

 
②在籍生徒の平均年齢が18.2歳(R6:18.6歳)、ま
た、15歳～19歳が85.8%(R6:80.9％)を占め、相
対的に成人や勤労青年の割合が低下している。
学習計画書作成時に生徒の学習ニーズを的確に
把握するとともに、年齢層及び多様性のある生
徒に対し、ひと手間かけた指導を心がける。 

 
③効果的な観点別評価について、各教科で協議を
重ね、職員間で評価に対する理解を深める。ま
た、生徒一人ひとりに応じたレポートの添削指
導を丁寧に行うことで、学習意欲の喚起を更に
促していく。 

生
徒
指
導 

①生活アンケートを前期・後期それぞれ終盤に
実施し、些細なことでも情報を共有すること
で、生徒理解の深化に努めた。 

 
②いじめの起こりにくい環境としての肯定的な
評価が前年と比較して増加した。 
R7:92.4%（R6:89.1%） 

①生徒からの回答については、朝の朝会や職員会
議など、職員全体で情報共有を行う。 

 
 
②SNS上の発言や画像・動画掲載においても、情
報モラル教育を充実させ、トラブルに巻き込ま
れないように注意喚起することを、引き続き実
施する。 

キ
□
リ
ア
教
育 

①前期第４回スクーリング（6月）に、進路説
明会を分野別（大学・短大・専門学校・就職
等）に分けて開催し、専任講師を招いて実施
した。 

 
②12月、資格取得講座マルチサポートプログラ
ムを実施し、40名参加した。(R6:38名) 

①本校が実施する進路説明会では、進路先に関す
る説明だけでなく、「現業継続」など日常生活
環境の改善に関する講座も設け、全ての生徒に
対応できる内容となるよう努める。 

 
②引き続き、資格取得の機会を設けることを継続
し、学ぶ意欲の向上に努める。 
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（第３号様式－２） 

 

 

自己評価・学校関係者評価・今後
の改善方策の公表について、時期
や公表方法を明確に記入する。 

アンケート結果、自己評価、学校関係者評価および今後の改善方

策については、学校通信（２月号）にて生徒・保護者の皆様へ郵

送し、公表する。さらに、３月中に本校ホームページへ、今後の

改善策の内容を掲載し、広く周知する。 

領域 学 校 関 係 者 評 価 の 結 果 
学 校 評 価 の ま と め 
（課題と次年度に向けた改善策） 

学
校
経
営 

①今後も定期的に学校説明会を実施すること
で千葉大宮高校での学びと方針を多くの方
に知らせていただきたい。 

 
②ホームページを「第二の学校の正門」と捉
え、頻繁に更新を行うことで、学校・家庭
・地域が連携して活動状況を把握できると
感じた。 
 

③出退勤システムの活用による業務改善を図
り、今後もＩＣＴ機器を効果的に活用し、
職員の負担軽減に繋げてほしい。 

①レポート及びスクーリングの状況について、学
校説明会以外にも、通信制協力校（館山総合高
校・銚子商業高校）運営の充実を図る。 

 
②ホームページ更新以外にも「学校通信」郵送を
継続する。また、千城小学校通学路点検（年2
回）、大宮避難所運営委員会（年１回）の校舎
案内及び打合せ等で地域連携強化に取り組む。 

 
③業務改善や無駄の削減を図るだけでなく、確実
な情報伝達が行われるよう、今後もその実施に
ついて職員間で共通理解を深めていく。 

学
習
指
導 

①県内唯一の県立通信制高校であり、1000名
を超える生徒が在籍する中で、学校評価に
おいてレポートおよびスクーリングの満足
度が90％以上であることは、たいへん素晴
らしい成果である。 

 
②単位修得率が全体の半数を超えていること
から、生徒の学習への取組状況が良い方向
に進んでおり、その結果として修得率も着
実に増加していると感じる。 

①生徒の自学自習を支援するため、学習環境の整
備および指導方法の改善に引き続き取り組む。
併せて、レポート提出の際に発生する郵送中の
事故等による「未達」問題についても、継続し
て適切な対応を進めていく。 

 
②単に高校卒業資格を取得することだけが目的と
ならないよう、単位修得の意義を明確にし、生
徒が今後も意欲をもって学習に取り組めるよう
な環境整備を進めていく。 

生
徒
指
導 

①在籍生徒の18歳未満が80％以上を占める状
況を踏まえると、学習面だけでなく、日常
生活の中でやりがいや自己有用感を得られ
るような活動の機会を充実させていくこと
が望ましいと感じる。 

 
②通信制の特性上、校内でいじめ等の重大な
問題が発生する可能性は少ないと思うが、 
SNS等の通信ネットワーク上でのトラブル 
発生に十分注意を払う必要がある。 

 
③精神的な不調を抱える生徒が増加している
と感じる。こうした生徒に対する心のケア
を重視し、自殺防止に向け、関係機関との
連携を強化してほしい。 

①多様性のある生徒が増加する中、対応するため
の適切な支援を行い、個々の実態に応じた指導
を充実させていくことが重要である。また、些
細な変化も見逃さない観察力の向上や、教育相
談に関するスキルの強化にも取り組む。 

 
②通信制の特性を踏まえ、校内だけでなく SNS 
をはじめとするオンライン上でのトラブルにも
十分注意し、早期発見と適切な支援が行える体
制を整備する。 

 
③精神的不調の早期発見体制を強化し、相談しや
すい環境を整える。また、関係機関と連携しな
がら心のケアと自殺防止に向けた支援を充実さ
せる。 

キ
□
リ
ア
教
育 

①進路に関する様々な情報を「進路説明会」
「進路だより」等を通じて生徒に提供し、
どのような生徒にも対応できる取り組みを
、今後も継続してほしい。 

 
②資格取得講習の実施により、資格取得とい
う明確な目的意識を持てる。今後も、生徒
が自立した社会人へと成長できるよう、継
続した支援をお願いしたい。 

①経済的な支援に関するトラブルが発生したこと
を踏まえ、就学支援制度についての正しい知識
を生徒・保護者へ確実に伝達できるよう、今後
も継続する。 

 
②資格取得講習を通じ、生徒が明確な目標をもっ
て学べるよう引き続き支援する。今後も、自立
した社会人へ成長ができるよう講習の充実や必
要な支援の継続を可能な限り行っていく。 


